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  Twenty－six male patients with intractable gonococcal urethritis were treated with an intramuscular

injection of spectinomycin 2．0 g．

  Overall ciinical efficacy was 84．60／．： excellent in 18 cases and good in 4． The response was

poor in 4 cases． These 4 poor cases， however， were cured with an additional injection of spectinornycin

4．O g． No subjective side effects were observed．

  In antibacterial activity tests， spectinomycin and penicillin G were comparatively examined

as to their MICs against 33 clinically iso王ated strains of N．gonorrhoeae． MICs of penicil血Granged

wide｝y from O．0125 ygfml to 100 ygfml， 48．50i ， of the isolates being resistant． MICs ofspectinomycin

ranged from 1．6 geg／ml to 100 ptg／ml， and 42．40／， of the isolates were sensitive at 6．25 pg／ml．

  No correlation in sensitivity was noted between the two antibiotics．

 わが国の淋疾は，従来諸外国に比較してその患者数

は少なく，また罹患してもペニシリン剤に良く反応す

るため，臨床的に軽視されがちな疾患であった．しか．

し，最近日常診療で男子淋菌性尿道炎患者の増加が目

立っており，同時に治療に抵抗する難治性の症例も多

数経験するようになってきている．

 spectinomycinは，1961年米国アップジョン社にお

いて開発きれたアミノサイクリトール系抗生物質で，

国外，国内において優れた淋疾治療薬としてすでに高

く評価されている，

 今回，われわれは他剤無効例の難治性男子淋菌性尿

道炎に対してspectinomycin 2・09のone shot in－

jeCtionによる治療を試みたので，その臨床成績を報

告する．あわせて，臨床より分離された淋菌に対する

＊現都立台東病院泌尿器科

本剤の抗菌力についても検討したので報告する．

1．臨 床 的 検 討

 1．対 象

 対象症例は，1978年9月より1980年8月までの2年

聞に慈恵医大泌尿器科外来および都立台東病院泌尿器

科外来を受診した男子淋菌性尿道炎26例である．

 今回の対象症例はいずれもspectinomycin以外の

抗生剤投与にて治癒しなかった他剤無効例であり

sPectinomycin投与前の使用薬剤はABPG経口投与

7例，CEX経口投与5例， CED経口投与2例，．

DOXY経口投与7例， CP経口投与1例， KM筋注

とABPC経口投与の併用1例， DKB筋注とA：BPC

経口投与の併用1例，不詳2例であった（Table 1）．

 2．方 法

 淋菌性尿道炎め診断は，尿道分泌物のグラム染色に
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Table 1． Summarized inforrnation about 26 clinical cases of gonococcal urethritis

No． Case Age Pretreatment
Dysuria， Urethral        N，genorr一 Effective一 Side－      Pyuriaitching discharge        hoeae ness effects

    KM  ．    B －   B 升   B 升1 KA 34
    ABPC 7days A一 A十 A ff

        B－ B昔 B．升2 TJ 39 CEX 7days
        A－ A十 A．廿
        B十 B廿 B十3 HN 30 CED 5days
        Ar ．AL A－
        B± B卦 Bt4 HK 25 CEX 7clays
        A一． A一 A－
        B十 B釜 B卦5 HK 30 （CED）
        A ±・ A十 ・A 十

’6 yK 26 unknown ll 1 R t ll t

・YN 38．・CEX・． R．土． R t即

        B L一 B十 B十8 HY 30 ABPC 7days
        A一 A’一 A－
        B± B ff B十9・ TI 28 ABPC 7days
        A 一． A一’ A－

        B十 B廿 B十10 ST 40 ABPC 7days

        A一 A一 A－
        B＋ B十 B十11’ TH 27 CEX 7days
        A一 A・一 A一
・i2 TT s3 Aepc sdays R l R 1 R t

        B土 B十 B皆13 MY 25 DOXY 7days

        A一 ヘー A－
        B± B十 B十14 SI 26 DOXY 7days

        A± A－ A士
        B土 B．升 B什15 MI 28・・ DOXY 7days

        A一 A一 A’一
        B± B升． B十16 NY 25 DOXY 7days

        A一 A一 A－
        B土 B升 B十17SM 42 ABPC 7d・y・． A． y A“ A｛

        B一 B” B”18 HS 29 DOXY 7days －

        A－ A十 A升
    DKB       B －   B 什   B 廿19 MN 35
    ABPC 7days A  一 ・A 一 A ±

        B± B十 B十20 SK 45 DOXY 7days

        A一 A一 A－
21SY・6（bOXY・5d・y・）員工員士 員±

        B一 B” Bt22 AO 55 （CP）
        A一 A一 A－
        B一一 B升 B升23 KM 36 unknown

        A一 A一 A－
        B－ B升． B｛24 KY 34 ABPC 7days
        A一 ．A一 A±
        B± B十 B十25．KS 29 CEX 7days
        A一 A一 A－
        B± B十 B’十26 KN 32 ABPC 7days

        A一 A一 A一

R t pgor

B＋  PoorA ’＋

B 十．  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B＋  Good
A－

B十  Excellent
A－

B＋  Excellent
A－

B十  Excellent
A－
B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A一

員．士…d

B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B十  Poor
A＋

B十  Poor．A 十

B＋  Good
A－

B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B十  Excellent
A－

B＋  Excellent
A－

B十  Good
A－

B十  Excellent
A－

B十  ’ Excellent
A一

  C町ed with． additiona1
（一）

  SpeCtinO皿yCin 49．

  Cured with additional ’｛一） ・

  spectinomycin 4g．

・（一）

（一）

｛一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

｛一） ・

｛一）

（一｝

｛一）

（一）

｛一｝

  Cured with additional
（一）

  spectinomycin 4g．

  Cured with additionar
（一）

  spectinornycin 4g．

（一）

（一）

｛一）

（一）

（一〉

｛一）

   v
（一）

（一）

（ ）：treated previously． elsewhere ． B：beiore sbectinomyein adfninistration

A：after spectinomycin administration
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Table 2． Effect of cilnical symptoms and laboratory findings

Clinical symptoms
and laboratory findings Eff韮cacy Cases， （ o％ ）

Burning on urination
urethral itching

Urethral dischange

Pyuria

17 cases

26 cases

26 cases

Cleared
Decreased
Unchanged

Cleared
Decreased
Unchanged

Cleared
Decreased
Unchanged

14 （82．4）

1 （5．9）

2 （IL8）

21 （80．8）

3 ｛11．5）

2（ 7．6）

18 （69．2）

3（IL5）
5 （19．2）

加えて，前尿または分泌物の培養を本剤投与前後に行

ない確定診断とした．

 spectinomycinの投与方法は，本剤2・09を轡回内

にone shot injectionし，併用薬剤は使用しなかった．

 3．効果判定

 効果判定は原則として本剤1回注射後7日目に行な

い，淋菌の消長を第一とし，その他，自他覚的所見と

して尿中白血球，尿道分泌物，尿道症状（排尿痛，尿

道廣痒感）の推移を指標とした．判定日に淋菌が消失

し，自他覚的所見が正常化したものを著効（cxcellent），

淋菌は消失したが，自他覚的所見が完全には正常化し

なかったものを有効（good），淋菌が消失しなかった

ものは無効（poor）とした．

 4．治療成績

 男子淋菌性尿道炎26例の治療成績一覧を，Table 1

に示した．患者の年齢層は25歳から55歳までで，平均

33，7歳であった．

 全26症例の自他覚的所見の推移をTablc 2にまと

めた．

 26症例のうち，初診時に排尿痛または尿道廣痒感を

訴えたのは17品目あった．これら尿道症状に対する本

剤の効果は，症状消失14例（82．4％），症状改善1例，

不変2例であった．

 尿道分泌物は，：初診時程度の差はあったが全例に認

められており，尿道分泌物に対する本剤の効果は，消

失21例（80．8％），減少3例，不変2例であっtこ．

 また尿申白血球に対する本剤の効果は，正常化18例

（69，2％），改i善3例，不変5例であった．

 淋菌の消長についてはTable 3に示し7［．全例に

おいてspcctinomycin 2．09投与前に淋菌が証明され

Table 3． Effect on IV． gonorrhoeae

22 Cases （84．60／o）

4 ” （15． 4 e／，）

Table 4． Overall clinical efficacy

Excellent

Good

Poor

轡：驚抑22酬84・％・

4 n （15．40／o）

たが，本剤2．Og 1回注射により淋菌が消失したも

のは26例中22例（84．6％），淋菌が存続したものは4

例（15．4％）であった．

 総合臨床効果として淋菌の消長，自他覚的所見の推

移を合わせた成績をTable 4に示した．男子淋菌性

尿道炎26例に対する本剤の総合臨床効果は，著効18例

（69．2％），有効4例（15．4％），無効4例（15．4％），

で有効率は26例中22例，84．6％であった。なお，無効

症例が4例あったが，その後spectinomycin 4．09を

追加投与して全例治癒した．

 5．副作用

 本剤筋注時に注射部局所の嬢痛は，程度の差こそあ

ったが全例に認められた．しかし，嬢痛が持続した症

例はなくすべて一過性のものであった．また，腎機能

障害や肝機能障害は認められず，聴器障害をきたした

症例もなく，重篤な副作用は全く認められなかっt．

Eradicated

Persisted

II ．細菌学的検討

 1．対 象

 細菌学的検討に用いtt菌株は，1980年9月以降に慈

恵医大泌尿器科および都立台東病院泌尿器科の淋疾患

者より分離された淋菌33株である．これら33株を対象

としてspcctinomycinとpenicillin Gの最少発育阻

止濃度（MIC）を測定した．

 2．方 法

 使用培：地は10％馬血液加GC培地（栄研）で，液

体培地としては10％馬血液加肉汁ブイヨンを使用し，

培養法はローソク法で行なった．接種菌量は原液接種

とし，寒天平板希釈法により37．C 24時間培養後の
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Fig． 1． Sensitivity distribution of stains of N． gonorrhoeae to spectinomycin and penicillin G．

MIC値を測定しt．

 3．成 績

 淋菌33株に対する感受性分布はFig．1に示した

が，spcctinomycinではMIcは1．6～loo yg／mlの

比較的狭い範囲に分布し，MICのピークは6．25μ9／

mlにあり，このピークは33株中14株（42．4％）を占

めていた．一方penicillin GではMICは0．O125～

100μg／m1と幅広く分布し，0．8μg／ml以上の耐性を

示す株が33株中16株，48．5％と約半数を占めていた．

 spectinomycinとpenicillin Gの感受性相関は，

Fig．2に示しtが，縦軸に， penicillin G，横軸に

spectinomycinのMICを示している．これら2剤間

に感受性相関は認められなかった．
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 近年，諸外国はもとより国内においてもペニシリン

剤に抵抗を示す淋疾症例が増加していることが注目さ

れている．Fig．3は，慈恵医大泌尿器科と都立台東

病院泌尿器科における最近の男子淋疾の治療成績を示

しているが，ABPC単独経口投与では約35％に無効

例がみられ，CEX， TGでは治癒率はさらに低くなっ

ており，従来考えられていた以上に淋疾の治療が困難

になってきていることを示している．

 spectinomycinによる男子淋疾の治療成績は，すで

に国外1｝4），国内5～11）で報告されてきているが，その

多くが90％以上の良い治癒率である．今回，われわれ

は他剤無効の難治性男子淋菌性尿道炎26例に対して，

spectinomycin 2．O g one曲ot injectionによる治療

を行なったが，有効率85％と良い治癒成績が得られ

O．0125 0．05 O．2 O．8 3，13 12，5 50 IOO

        Spectinomycin （一cg／ml）

Fig． 2． Croos sensitivity of N． gonorrhoeae 33

    strains to spec血omyc量n and penicillin

    G．

た．さらに，4例の無効例に対し4．Og追加投与した

ところ4例とも治癒し，結局spectinomycinで難治

性の男子淋菌性尿道炎を100％治癒せしめ，満足のい

く結果であった．

 臨床症状については，排尿痛，尿道分泌物などの自

覚症状は80％以上消失したが，尿中白血球の正常化は

70％であり，自覚症状の消失率に比べてやや低かっ

た．園田ら11）も指摘しているように，尿中白血球の正

常化が遅れる症例に対しては淋後性尿道炎の消炎治療

も含めて，本剤の追加投与あるいは他の経口剤の投与

などが望ましいと思われた．

 副作用に関しては，本剤はアミノ配糖体に類似する



ABPC （oral）

CEX （oral）

TC （oral）

KM ＋ oral medicine

cases

 26

9

9

19

DKB 十 oral medicine 16

Spectinomycin 22

Spect．＋oral medicine 12
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Fig． 3． Cure rate of various．treatments for rnale gonorrhoeae
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薬剤なので腎機能障害や聴器障害などが懸念された

が，本剤の使用法が2．09のone shotということも

あり，諸家の報告6”vl 1）どおり筋注時の終痛があったの

みで重篤な副作用はなく，臨床上安全な薬剤と思われ

た．

 今回の33株の淋菌に：対する抗菌力測定において，

spectinomycinのMICは6．25μ9／mlに高いピーク

があり，全体的にpenicillin GのMICより高い範

囲にあった。しかし中山ら12）によれば，spectinomycin

2．09筋注時の血中濃度は， 1時間後｝ClOOμ9／ml

近くまで達し，半減期は4時間と長く，6時間後にお

いても20．1μg／mlの血中濃度を有するとされてお

り，MICが比較的高い範囲に分布していても充分な

治療効果が期待できるものと思われた．

 難治性の淋疾が増加しつつある現在，われわれの臨

床成績はIOO％の治療効果を示したが，さらに本剤に

よる副作用のないこと，1回の注射で有効性が高いこ

となどから，spectinomycinは淋疾の初回治療剤とし

てのみならず，難治性淋疾の治療にも有用な優れた薬

剤と思われた．

IV．結 語

 1．東京慈恵会医科大学泌尿器回外来および都立台

東病院泌尿器科外来を受診した難治性の男子淋菌性尿

道炎26症例に対してspectinomycin 2。09のone shot

inj ectionによる治療を行なった．

 本剤の臨床効果は，著効18例，有効4例，無効4例

で有効率は26例申22例，84．6％であった．なお，無効

例4例は本剤’1．Og追加投与にて全例治癒した．

 副作用は，本剤筋注時の一過性の落痛のみで，他に

臨床上問題となる副作用は全例に認められなかった．

 2．臨床分離淋菌33株に対する抗菌力（MIC）は，

penicillin Gでは幅広く分布し，48．5％にMIC O．8

μg／ml以上の耐性株が認められたが， spectinomycin

ではMICは比較的狭い範囲に分布し，42．4％が6．25

69／mlのMI（〕を示していた．また，2剤間に感受

性相関は認められなかった、
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Table 2のUrethral dischangeをUrethral dischargeに訂正いたします．


